
シラバスの見方 

  

（１）各科目のシラバスについて 

『科目名』 授業科目の名称及びその英語表記 

『担当教員』 授業科目を担当する教員名及び常勤・非常勤の別 

『学年』 受講対象学年。（複数の学年が記載されている場合は、いずれかの学

年で選択することができる科目である。） 

『単位』 単位数 

『開講時数』 開講時期（通年、前期、後期）及び週あたり時間数 

『必修・選択』 必修科目、選択科目、選択必修科目の別 

 

『授業の概要』 授業科目の概要を簡潔に記載している。 

『授業の進め方』 講義、演習、実習等の授業形態や授業の進め方を簡潔に記

載している。 

『到達目標』 その授業科目を修得することで到達できると考えられる目標を

明示している。 

『学校教育目標との関係』 授業科目に対応する本校の教育目標を記述。具体

的に、どのような力をつける科目なのかを明示している。 

 

『講義の内容』 それぞれの授業時において取り上げる項目と到達目標及びそ

の該当時間数を、初回～最終回の順序にしたがって記載している。（実際に

は授業の理解度などを考慮し、必ずしも計画どおりの進行にならない場合

があるが、その際は担当教員の指示に従うこと。） 

 

『学業成績の評価方法』 成績を評価する方法（試験、課題、出欠等）やその

配点基準などを明示している。 

『関連科目』 過去に履修した関連科目や、関係を意識すべき科目などの名称

について記載している。 

『教科書、副読本』 使用する教科書や副読本、問題集、参考図書、その他の

教材等を記載している。 
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（２）学修単位科目について 

『自学自習』 講義以外の時間に学生自身で学習する項目と、到達目標及び 

その該当時間数を記載している。 

『総合学習時間』 「講義」と「自学自習」の各時間の合計で、当該科目の 

単位取得に必要な時間数を明示している。 

※学修単位科目であることの区別は、シラバスの左上の欄に明記されている。 

 

（3）各コース授業科目の流れ図の見方について 

a 各科目の区別 

 

  

 

 

 
b 科目の関連 

線で繋がっている科目同士は関連していることを示す。 

 

   

 

c 特別な科目の表示 

（例１）                 （例２） 

 

 

 

 

 

（例３） 
 
 
 
 
 
 

一般科目（選択科目 A）で、 
3・4 年生混成クラスであることを示す。 

集中科目であることを示す。 
※開講時期は別途連絡あり。 

東京工学で、4・5 年生混成クラ
スの集中科目であることを示す。 

（例） 同じ番号の引き出し線
のある科目も、関連して
いるものとする。 

物理Ⅰ 物理Ⅱ 
物理学演習

① 物理Ⅲ 

① 

前期 後期3年 4年
前期 後期 前期 後期

化学特論Ⅰ 化学特論Ⅰ

化学実験 

インターンシップ 

必修科目・ 
必修選択科目 

選択科目 

一般科目(選択科目Ａ) 

東京工学科目 

一般科目(選択科目 D) 

4年 5年
前期 後期 前期 後期

ナノ物理学（東京工学）   
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